
 

 

 

平成２８年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

施 設 名 大和市福田児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター福田会館管理運営委員会 会長 梅澤 茂 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

福田 60 4,632 828 161 5,681 19 302 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分

まで（月曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員 1名以上の常時配置、児童館

としての自主事業の実施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施

設内の安全確保について仕様書に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

新一年生歓迎のつどい 4/9 62人 

母の日のプレゼント作り（オーナメント） 4/26～5/8 16人 

父の日のプレゼント作り（びっくり箱） 6/1～19 35人 

七夕の集い（紙芝居・しのぶえ・バルーンアートなど） 7/9 98人 

夏休みイベント（映画会・素話・かき氷） 8/20 35人 

敬老の日のプレゼント作り（麦わら帽子のマグネット） 9/1～19 27人 

コミセン祭りの共同制作コラージュ 10/1～20 27人 

クリスマス会（パネルシアター・楽器演奏） 12/3 90人 

防災訓練 12/7 18人 

伝承遊び（コマ・羽つき・福笑い他） 1/7 3人 

節分・豆まき 2/3 8人 

ひな祭り 3/3 7人 

 

 

 

 



 

 

 

２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 2,514,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 2,249,968 

雑入 

（預金利息等） 0 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 112,280 

収入計（①） 2,514,000 支出計（②） 2,362,248 

収支決算 151,752 

  ※収支差額 151,752円は平成２９年度特別会計に繰り入れます。 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

  評価にあたっては、平成２９年４月に利用者アンケートを実施し、平成２８年度事業について利用

者より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の使用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

・児童館利用者数が前年比 84.2％と若干減少していますが、月間では前年の 110.0％を超える月も

あったことから、今後は成果のあった取組みについて振り返り、利用者の意見を精査し、更なる

サービスの向上が図られることを期待します。 

・「スタッフの対応」について、利用者アンケートの回答者の 97.7％（前年：95.0％）が「よい」

～「ふつう」と回答しており、前年度からの改善の努力の結果が見られ、更に高い水準を維持し

ている点を高く評価します。 

・毎月三役会を実施し、事業の振り返りを行うほか、事業ごとに反省会を行い、改善点を整理して 

いる点を評価します。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

・本や遊具を定期的に更新するなど、利用者が継続的に児童館に足を運ぶ機会となる取り組みを行

なっている点を評価します。また、普段から利用者との交流の中で利用者ニーズを聴き取るよう

に努めている点も評価します。 

・他館の人気イベントの事例を参考にしながら、児童により様々な体験の機会を与えられるような、

企画の広がりを期待します。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行なわれる等、施設を維持するための取り組みが見られます。 

・遊具の片付けや脱いだ靴を揃えるなど、生活指導として働きかけたことで、児童が自発的にこれ

らを行なえるようになるなど、継続的に利用者と向き合い環境の向上を図っている点を評価しま

す。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断しています。 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 

 

 


